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【委員名簿】

【目的】

京都駅前の再生に係る将来像やその実現に向けた方策について、専門的な見地から検討する

五十音順、敬称略

※令和７年11月24日 ご逝去

【検討経過】

京都駅前の再生に係る有識者会議 第２回会議（６／１６）
「京都駅前再生に向けたコンセプト・導入すべき機能等」
「コンセプトの実現に向けた方策」

京都駅前の再生に係る有識者会議 第１回会議（４／１７）
「京都駅前の現状・課題、ポテンシャル」

京都駅前の再生に係る有識者会議 第３回会議（７／２８）
「民間事業者へのヒアリング」

京都駅前の再生に係る有識者会議 第４回会議（８／２５）
「コンセプト」「都市機能の誘導」「街並み・デザイン」

京都駅前の再生に係る有識者会議 第５回会議（１０／２７）
「前回の御意見を踏まえた再検討」「街並み・デザイン」
「エリアマネジメント」「これまでの議論のまとめ」

京都駅前の再生に係る有識者会議 第６回会議（１２／２３）
「意見まとめ（案）の検討」
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○ポテンシャル・課題 ・・・ ４

○京都駅前の現状

１）建物等の状況 ・・・１５

２）都市計画など ・・・３６

３）道路・駅前広場等の状況 ・・・４２

４）街並み ・・・５６

○参考事例 ・・・５９
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○ポテンシャル・課題
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・市の総人口は、近年、減少傾向にある。
・特に、年少人口（15歳未満）や生産年齢人口（15歳以上65歳未満）が大きく減少。

ポテンシャル・課題

人口・若者の市外流出

出典：京都市統計ポータル「推計人口」を基に作成（各年１０月１日現在） 出典：京都市統計ポータル「推計人口」を基に作成（各年１０月１日現在）
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・就職期（20～24歳）に首都圏や大阪へ、結婚・子育て期に近隣都市への転出が顕著
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３０～３４歳の人口社会動態

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

首都圏や大阪への転出
⇒就職に伴う転出

近隣都市への転出
⇒結婚・子育てに伴う転出

ポテンシャル・課題

人口・若者の市外流出

出典：京都市統計ポータル「人口動態・人口移動」を基に作成（各年前年10月～当年9月の集計数値）
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ポテンシャル・課題

就業者の市外流出

・市民の働く場が市内から市外へシフトしている。

出典：国勢調査を基に作成 出典：国勢調査を基に作成

（人）（人）
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ポテンシャル・課題

働く場となるオフィス空間の不足

・テナントオフィスは空室率が低く、賃料が高い傾向にある。

出典：三鬼商事「オフィスマーケット」（延床面積1,000坪以上のテナントビルを対象に調査。各年１～12月の平均値を算出、令和7年については１～2月の平均値）
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順位 駅名 乗車人数

1位 大阪 347,078人

2位 京都 149,406人

3位 天王寺 127,748人

4位 三ノ宮 109,766人

5位 京橋 109,194人

6位 鶴橋 84,104人

7位 広島 63,215人

8位 新大阪 61,154人

9位 岡山 59,631人

10位 新今宮 57,749人

ＪＲ西日本 乗車数ランキング
（2022年度1日平均）

出典：データで見るＪＲ西日本２０２３より抜粋

各主要都市とのアクセス（時間）

ポテンシャル・課題

本市最大の交通結節点

・乗降客数は関西圏でもトップクラス。国内外から多くの人が訪れる。
・国内主要都市への交通アクセスも良好。

大 阪まで３０分（新快速）

三ノ宮まで５０分（新快速）

東京まで１３０分（新幹線）博多まで１６５分（新幹線）

名古屋まで３５分（新幹線）

9



至 滋賀
名古屋
東京

至
大
阪

奈
良

至
市
北
部

至
市
南
部

至
奈
良

京都駅

地
下
鉄
烏
丸
線

東海道新幹線

近
鉄
京
都
線

鉄道路線

京都駅前

バス路線

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

市内駅の鉄道乗車人数

新幹線 ＪＲ 地下鉄 阪急 京阪 近鉄
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出典：令和３年度市バス旅客流動調査の結果（資料編）

ポテンシャル・課題

本市最大の交通結節点

・鉄道・バス路線が集まる京都最大の交通結節点。ビジネス・観光等の利便性が高い

（千人／年） （人／日）
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出典：本市「土地利用現況調査資料（令和５年）」を基に、本市がGoogle Earthにより作成
本市独自で設定した調査地区※における1ha当たり床面積を凡例に沿って表示
（※市中心部の元学区（明治期の通学区、面積25ha、人口約4,000人）を標準とする）
商業機能のうち、宿泊施設は算定対象外

四条烏丸周辺

京都駅前

ポテンシャル・課題

本市を代表する商業・業務の集積地

商業用途（宿泊施設を除く）の面積

・京都駅前は、四条烏丸周辺と並び、市内の商業・業務機能の一大集積地

：～1,000㎡

：1,000～5,000㎡

：5,000～10,000㎡

：10,000㎡～

（凡例）

ｃ Google Earth

四条烏丸周辺

京都駅前

：～1,000㎡

：1,000～5,000㎡

：5,000～10,000㎡

：10,000㎡～

（凡例）

業務用途（オフィス・工場等）の面積

ｃ Google Earth
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京都水族館
（H24.3)

梅小路公園
すざくゆめ広場

（H26.2)

京都鉄道博物館
（H28.4)

KAGAN HOTEL
(R1.11)

中央市場新水産棟
(R5.4)

KRP10号館
(R3.4)

京都駅ビル
(H9)

京都駅八条口整備
(H28)

●

京都美術工芸大学
(H29.4)

●共創HUB京都（仮称）
(計画中)

●
（仮）チームラボミュージアム京都
(工事中)

●

PARK E9 KYOTO（工事中）

● Theatre E9 KYOTO（R1.6）

●

●

京都中央郵便局
再整備（計画中）

●

●

京都駅西部エリア活性化将来構想
（H27.3）

京都駅東部エリア活性化将来構想
（H31.3）

京都サウスベクトル
（R5.5）

●

本願寺前市民緑地
(R5.3)

●

新自由通路
(計画中)

京都駅東南部エリア
活性化方針（H29.3）

●

Umekoji MArKEt
(R4.5)

●

イオンモール京都
(H22.6)

●

京都国立博物館
平成知新館(H26.9)

●

ヨドバシカメラ京都
(H22.11)

●
梅小路京都西駅

（H31.3)

●

市立美術工芸高校
(R5.4)

京都市立芸術大学
(R5.10)

七条通
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五条通

九条通

鴨

川

●キャンパス
プラザ京都
（H12.9）

京都駅

主な都市整備プロジェクト

● 平成27年4月～現在
● 平成17年4月～平成27年3月
● 平成７年４月～平成17年3月

・市立芸大の移転をはじめとして、近年、周辺でまちづくりや開発の動きが進展

ポテンシャル・課題

まちづくりの進展

第一工業製薬
(R6.8)

崇仁8棟跡地活用
（計画中）

●（仮）カイカイキキアートスタジオ
（計画中）
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京都駅西部エリア活性化将来構想（H27.3） 京都駅東部エリア活性化将来構想（H31.3）

京都駅東南部エリア活性化方針（H29.3）京都サウスベクトル（R5.5）

ポテンシャル・課題

まちづくりの進展
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ポテンシャル・課題

市の計画上の京都駅周辺の位置づけ

〇新京都戦略（R7）（抄）

〇京都市都市計画マスタープラン（R3）（抄）

リーディングプロジェクト

２ きわめる

④ 「世界に唯一」を目指し、知や技術を創発する企業立地促進プロジェクト

・ 京都駅周辺を新たなビジネス・交流の創造拠点へ。オフィス・商業施設の供給促進、

市有地の有効活用により都市機能を集積。

方面別指針、都心部

本市最大のターミナル駅である京
都駅があり、京都の玄関口として
商業・業務機能が集積していると
ともに、駅周辺においてまちづく
りの取組が展開

京都都市圏の中核を担う京都駅と
その周辺地域では、都市活力をけ
ん引するオフィスビルや商業施設
などの都市機能の高度集積が進む
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